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HD Gridカテーテルを用いた心房細動アブレーションにおける肺静脈・
上大静脈・心房電位と心房細動起源の関連性の検討
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心房細動のトリガーとなる心房期外収縮の約90％は肺静脈内の心筋から
発生し、この起源に対するカテーテルアブレーションにより心房細動を
根治しうることが報告された。近年は、心房細動の起源となる肺静脈の
開口部周囲を通電し、電気的結合を遮断する肺静脈隔離術が標準的治療
として行われている。しかし、肺静脈隔離が完成されてもなお発作性心
房細動の20％、持続性心房細動の30%程度の症例で心房細動再発を認め
る。その要因としては、非肺静脈起源（上大静脈を含む）のトリガーと
心房細動を維持する心房細動基質の存在と考えられている。心内の電位
波高を評価するボルテージマッピングは心房細動基質を評価する１つの
方法で、この手法で得られた心内の低電位領域は、近年、心房細動再発
の予測因子であることが示されている。また低電位領域は心房の受攻性
を高める心房細動の誘発性を高める（非肺静脈起源が多い）とも報告さ
れている。しかし、従来のボルテージマッピングは、その際に使用する
カテーテルの電極長や電極間の距離、電極の位置関係などの理由により
不十分なマッピング法であると言わざるを得ない。2018年より本邦で使
用可能となったAdvisorTM HD Gridマッピングカテーテル（以下、HD
Grid）は、肺静脈および心房電位を記録するために一般的に用いられる
リング状のカテーテルとは異なり、格子状に配列した電極で高密度かつ
面状にマッピングすることで、カテーテルの長軸および短軸方向の電位
が記録可能であり、肺静脈・上大動脈のスリーブの長さや繊維の走行お
よび心房内の電位情報により詳細にマッピングすることを可能とした。
本研究の目的HD Gridカテーテルを用いたマッピングにより、肺静脈・
上大動脈や心房電位波高値と心房細動起源の関連性やアブレーション後
の心房細動再発に関して調べることを目的としている。本研究の意義と
しては、肺静脈・上大動脈や心房電位を詳細に検討することで、心房細
動起源の好発部位を検討し、心房の低電位領域とアブレーション後の心
房細動再発の関連性を把握することで、肺静脈隔離をベースとした心房
細動アブレーションの治療成績向上と再発リスクの高い症例を区別化し
て、症例に応じたフォローを行うことが可能となる。

武蔵野赤十字病院循環器科で2019年4月～2021年3月に心房細動に対して
カテーテルアブレーションを施行した患者を前向きに検討する。当院で
今まで施行されている心房細動アブレーションから逸脱した検査ならび
に治療は伴わない。解析方法は2群の比率の比較にはカイ2乗検定あるい
はFishierの正確検定、3群以上の比較にはANOVA検定を使用する。
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①電子カルテを用いて情報を取得し、研究や論文の作成に利用する。

②調査項目：年齢、性別、心房細動の種類、肺静脈および心房電位波高・興奮
伝搬速度、背景となる心疾患および生活習慣病、心エコーデータ（左房径・左
室収縮能等）および採血データ（BNP・クレアチニンクリアランス等）

評価項目：肺動脈起源および非肺静脈起源の分布、心房細動の再発有無、再発
のリスク因子
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